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オリンピック・パラリンピック競技大会では、

選手村内にトレーニング施設が必ず設置され、ア

スリートがパフォーマンスおよびコンディション

を維持・向上させるための最終調整を行う場とし

て位置づけられている。しかしながら、実際の利

用に当たってはソフト面・ハード面での制限があ

り、大きな課題が存在していた。そのため、近年

では、村外サポート拠点を置く国が増え、そのサ

ポート拠点内にトレーニング施設を設立するケー

スも増えている 4)。日本でも、国際総合競技大会

では 2010年の広州アジア競技大会以降、「マルチ

サポート・ハウス」として村外サポート拠点を置

く試みがなされている 11)。東京 2020オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会（以下、東京大会）

においては、新型コロナウイルスの影響により、

そのような村外サポート拠点を置くことは難しく

なり、より一層村内のフィットネスセンターの役

割が重要になることが予想された。東京大会では、

前述した課題を改善しつつ、アスリートの最終調

整の場所として相応しい環境となるフィットネス

センターを作ることをコンセプトとして様々な取

り組みが行われた 9)。

Ⅰ．東京大会におけるフィットネスセンターの 

位置づけと今大会特有の取り組み

東京大会におけるフィットネスセンターは、参

加アスリートの競技力の維持・向上、またはコン

ディションの調整場所として大きな役割を担っ

ていた。過去大会においてもトレーニングを必

要とする多くのアスリートのニーズに応えるべ

く、Training Centre（トレーニングセンター）と

いう名称で様々な機能を備えたスペースとなって

いた。時差の問題や、普段とは異なる環境の変化

に対応しながらパフォーマンスを維持するために

は、身体的・精神的な準備が必要であり、フィッ

トネスセンターはアスリートにとって試合当日に

最高のパフォーマンスを発揮するためには必要不

可欠な要素である。今大会における、過去大会と

は異なる取り組みは主に下記の三つである。

①ポリクリニック（総合病院）との連携

② アスリートファーストの視点でレイアウトされ

たトレーニング機器選定と空間デザイン

③ アスレティックトレーナー（Athletic Trainer：
以下、AT）/ストレングス &コンディショニ
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ングスペシャリスト（Strength & Conditioning 

Specialist：以下、SC）による専門家のアスリー

トサポート

1．ポリクリニックとの連携

オリンピック・パラリンピック競技大会中に

起こった傷害に関する報告 2),8)や、診断・評価・

治療を行う選手村内に設置されるポリクリニッ

クの役割も報告されている 3)。痛みへの対処とし

て、ポリクリニックの役割の一つである理学療法

サービスがあげられるが 5),7)、大会中の外傷への

対処だけではなく、大会以前からの慢性的な痛み

を有するアスリートへの対応も行っている。その

ように痛みを有しポリクリニックを受診するアス

リートの中には、徒手療法や物理療法といった受

動的な治療だけでなく、適切な動作評価に基づい

た運動療法が必要なケースも多い 9)。しかし、過

去大会においては、メディカル部門が設置されて

いるポリクリニックと、トレーニング施設である

フィットネスセンターが別々の建物の中に入って

おり、連携を取ることを前提とした体制にはなっ

ていなかった。痛みに関連する様々な機能不全に

対し、それらの改善および障害予防、そしてその

先にあるパフォーマンスに繋げるためには、「運

動」という様式でのアプローチが必要であり、エ

クササイズやトレーニングが重要な要素となる。

要するに、アスリートの完全な競技復帰には、メ

ディカルサイドとフィットネスサイドの連携が重

要かつ不可欠なのである 6)。今大会では、メディ

カルサイドとの連携をより密に取ってアスリート

サポートに繋げることを目標の 1つとして挙げて

いたため、フィットネスセンターとポリクリニッ

ク（図 1）が同じ建物内であるマルチファンクショ

ンコンプレックス（Multi Function Complex：以下、

MFC）（図 2）に設置された。

2．アスリートファーストの視点でレイアウトさ

れたトレーニング機器選定と空間デザイン

過去大会では、大会スポンサーであるトレーニ

ング機器メーカーによる、レイアウト、トレーニ

ング機器選定、そして空間デザインが行われてき

た 9)。しかし、今大会においては、日本の組織委

員会が主体となり、ハード面でのその役割を担っ

た。それは、過去大会に帯同した経験のあるト

レーナーからの情報や、現地での様子、経験を基

に、東京大会ではアスリートにとってより良いト

レーニング環境を提供したい、という気持ちから

の試みであった。実際、過去に置いた日本の村外

サポート拠点での報告の中には、それまでのアス

リートのニーズに応える形で「リカバリー・（リ）

コンディショニングに役立つ拠点の設置」という

目的で、有酸素運動やストレッチ、フロアトレー

ニングができるスペースを確保している 10)。その

ような時代の流れを読み、過去大会とは大きく異

図１. ポリクリニック入り口 図２. MFC入り口
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なり、今大会のレガシーの一つとして設置された

のが「コンディショニングエリア」である（図 3）。

通常、ストレングスエリアが約 30%、有酸素エ

リアが約 40%、その他トレーニングマシンエリ

アが約 30%の配分でフィットネスセンターのレ

イアウトが構成されていた。マシンの数が豊富で、

その点ではアスリートのニーズに応えている形で

はあったが、マシンやウェイトを必要としない、

ウォーミングアップや、ストレッチ、簡易的なエ

クササイズ、アジリティー系のエクササイズを実

施できるスペースがなかったようであった。ベン

チプレスの台の間のスペースでストレッチや体幹

トレーニングをしている光景があった過去大会か

らのフィードバックもあり、「コンディショニン

グエリア」という形で、前述したエリア以外のス

ペースを設置し、様々なニーズに応えることが目

的であった（図 4）。また、村外サポート拠点を

置く際に、しばしば問題になる高重量でのトレー

ニングのための設備であるが、フロアの強度に

よってはクイックリフトのような種目が実施でき

ないケースや、フロアに落とせる重量に制限があ

るなど、特に柔道やレスリングのような競技のア

スリートにとっては普段行っているトレーニング

が実施できない状況も懸念された 10)。しかし、今

大会では、フィットネスセンターがMFCの 3階

に設置されたにも関わらず、フロアの強度が高く

設定された場所にオリンピックリフティング用の

プラットフォームを設置するなど、綿密に準備が

なされ、アスリートのためのトレーニング環境を

充実させていた（図 5）。このように、過去大会

で課題であった点を改善する策を今回のフィット

ネスセンターでは講じられたのであった。

3．AT/SCによる専門家のアスリートサポート

過去大会までは、組織委員会のマネジメントの

元、フィットネスセンター内に配置された大会ボ

ランティアスタッフがメイン業務として施設の管

理を行なっていた。また、大会スポンサーである

トレーニング機器メーカーのスタッフが派遣さ

れ、トレーニング機器についての使用方法の説明

などは行われていた。しかし、今大会では、ポリ

クリニックとの連携をより強固にして総合的にア

図４. コンディショニングエリアの多目的スペース

図３. コンディショニングエリア 図５. プラットフォームエリア
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スリートサポートを提供する体制が施されていた

ため、フィットネスセンター内にも専門家である

ATや SCとしてのバックグランドを持つトレー

ナーチームを設置し、ポリクリニックからの依頼

や、選手・コーチからの直接のエクササイズ・ト

レーニング依頼にも対応できるようなソフト面で

の体制を計り、機能改善やケガの再発予防を目的

としたサービスを提供した（図 6）。通常、各国

に帯同する選手団スタッフが確保されているのだ

が、過去大会では、その数は選手数の 55%と制

限が設けられていたため、十分な数のスタッフが

確保されない、もしくは優先的にメディカルのス

タッフの確保がされることが予想され、トレーニ

ングスタッフを帯同させられない国も多数あるな

ど 1)、ソフト面での問題が存在した。同時に、現

地まで帯同はするが、アクレディテーションカー

ドが割り当てられない場合は、選手村や競技会場

等に入ることは難しく、その活動は村外での活動

に限定されていた。どちらのケースにしろ、それ

までに指導を受けたことがない者から指導を受け

るという不安が出る可能性はあるものの、選手村

内のトレーニング施設でエクササイズやトレーニ

ングを指導してくれる存在、確認してくれる存

在がいて、競技日までの最終調整も村内で完結

することができるくらい環境が充実していれば、

フィットネスセンターが果たす役割の必要性も増

す。そのような点を補う意味でも、今回の東京大

会においては、どの国のどのアスリートでも使用

できるフィットネスセンターに ATおよび SCと

いう専門家を配置し、アスリートのニーズに対応

する体制、いわば村内で競技日までに全ての調整

を行える理想の体制を整えた点も、レガシーの一

つとなった。

Ⅱ．フィットネスセンターでの活動内容

1．フィットネスセンターのオープン期間と業務

時間

フィットネスセンターは、東京 2020オリンピッ

ク競技大会においては、開会式の 10日前に当た

る 7月 13日からオープンになり、8月 8日の閉

会式後も 8月 11日まで運用された。また、東京

2020パラリンピック競技大会においても、開会

式の 7日前に当たる 8月 17日から 9月 5日の閉

会式後の 9月 8日まで運用した。フィットネスセ

ンター自体は 24時間オープンになっており、ど

の時間帯に誰が来ても利用できるような体制を

取っていたが、今回フィットネスセンターに参加

したスタッフは、利用者が増える時間帯に合わせ、

7時から 16時までのグループと、14時から 23時

までのグループの 2シフトに分けられ、業務を行

なった。組織委員会が統括するボランティアス

タッフもフィットネスセンターの受付に常駐し、

前述した時間帯以外の時間も対応していた。

2．メンバーのバックグランド

フィットネスセンターで活動するメンバー

は、フィットネスセンターマネージャー兼チー

フトレーナーの元、コンディショニングサポー

トメンバー（Conditioning Support Member：以下

CSM）が 32名、フィットネスセンターオペレー

ションコラボレーター（Fitness Centre Operation 

Collaborator：以下 FCOC）が 39名の計 71名で

構成された。CSMのバックグランドは主に AT

で、JSPO-AT、ならびに BOC-ATC（全米アス

レティックトレーナー協会公認アスレティック

トレーナー）、NSCA（National Strength & Condi-

tioning Association）の CSCS（Certified Strength & 図６. ポリクリニックとの連携例
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Conditioning Specialist）、理学療法士のいずれか

の資格を保有する者であった。一方、FCOCは、

CSCS、JATI-ATI（日本トレーニング指導者協会

認定トレーニング指導者）など、SCをバックグ

ランドに持つメンバーが中心であった。各シフト

には CSM、FCOCそれぞれ 3～ 5名が配置され、

1日を通じて約 12～ 20名のボランティアのメン

バーが業務にあたった。

3．フィットネスセンターでの業務

フィットネスセンターでの主な業務内容は多

岐に渡り、アスリートへのコンディショニング

サポート（図 7）、ポリクリニックと連携して痛

みを有するアスリートへのリコンディショニング

サポート、エクササイズやトレーニングの補助

（図 8）、トレーニング機器の使い方の説明、エク

ササイズアイテムの提供、感染予防対策として施

設内の飛沫対策、機器の消毒、安全管理、また各

国のスタッフに対して施設の紹介・案内などを中

心に実施した。また、東京 2020パラリンピック

競技大会の際には、各エリアの面積、トレーニン

グ機器などの基本的なレイアウトは変更しなかっ

たものの、パラアスリートに特化した環境の整備

にも重点を置き、消毒液設置場所の変更（特に車

イスを使用しているアスリートがアクセスしやす

い高さへの変更）、各エリアの境やコードなどの

段差の改善、視覚障がいを有するアスリート用に

は見やすいサインの作成・掲示の仕方など、専門

家の意見ももらいながらメンバー全員で熟考・提

案し、アスリートセンタードの視点でサポートを

行なった。東京大会を通じ、フィットネスセンター

内の各エリアの見回りも毎時間行い、選手が安心

して利用できるよう徹底した安全管理に努めた。

幸いなことに、東京大会期間全体を通して大きな

事故を起こすことなく運営でき、選手サポートに

集中できたことは今大会の成功に大きく貢献した

と感じるところである。

4．トータルコンディショニングサポート

東京大会で注目すべき取り組みの一つである

トータルコンディショニングサポート 9)について

説明する。前述した通り、ポリクリニックとフィッ

トネスセンターをMFCという同じ建物内に配置

したこと、また ATや SCといった専門家を配置

したことにより、メディカルサイドとフィットネ

スサイドとの強固な連携を構築することができ

た。痛みによりポリクリニックを受診した選手の

中には、ドクターおよび理学療法士による患部へ

のアプローチが施された後、CSMや FCOCが必

要に応じてその患部に影響を与え機能不全を起こ

している部位へのアプローチが行われるケースも

あった。メディカルサイドからフィットネスサイ

図７. コンディショニングサポート 図８. トレーニング補助
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ドに依頼がある場合は、ポリクリニックの理学療

法士がフィットネスセンターへ事前に足を運び、

どういった症状で、何が問題なのかを情報共有し、

CSMがその選手が来る前に準備を行い、その情

報を基に動作評価を行い、機能不全を起こしてい

る部位の特定を行う。その特定を行なった上で、

機能不全の原因を追求し、モビリティーの問題な

のか、スタビリティーの問題なのか、モーターコ

ントロールの問題なのか、その原因を見極めた上

でコレクティブエクササイズやトレーニングを提

供する。これは、ただ単に痛みがある患部以外の

部位のエクササイズ・トレーニングを提供してい

るのではなく、患部に影響する患部以外の関連部

位へのアプローチである。このようなサポートは

専門家でなくては行えないサービスであり、組織

委員会の目的としたサービスを提供する上では不

可欠な要素であった。機能不全を起こしている関

連部位へのアプローチを終えた後は、改善した機

能をパフォーマンスに活かすべく、FCOCによる

怪我の予防・パフォーマンス向上のための統合動

作を考慮した正しい動作パターンの習得のための

アプローチが行われた。また逆に、フィットネス

センターを訪れ、コンディショニングサポートの

依頼があった選手でも、痛みの問題を抱えている

場合は、フィットネスサイドからポリクリニック

への受診を促し、ドクター・理学療法士の対応を

まず求めた 9)。このような各分野の専門性を活か

した連携は、当然のようで実際の現場では難しい

問題である。特に今大会のように、普段は一緒に

働いていない者同士が、同じ立場として、そして

違う立場として活動する中で、それぞれの専門分

野を各専門家に互いに託すことで、アスリートセ

ンタードの視点でのアプローチができたことは、

他業種間での連携が上手くいった例として、特筆

すべき点だと感じている（図 9）。

Ⅲ．フィットネスセンターの利用状況

次に、東京大会期間中のフィットネスセンター

の利用状況について、詳細を述べる。

1．東京 2020オリンピック競技大会期間（7月13日～

8月11日）の利用者数

東京 2020オリンピック競技大会期間中は、の

べ 54,074名で、ピーク時には 1日 3,425名の利用

があった。利用者はアスリートだけでなく、帯同

するコーチングスタッフやトレーナー、メディカ

ルスタッフなども含まれる。CSMおよび FCOC

が対応した総人数（表 1）、および対応内容別の

件数（表 2）、エクササイズ・トレーニング指導

の依頼元の内訳（表 3）について示した。今回の

東京大会では、エクササイズ・トレーニング指導

およびエクササイズ・トレーニング補助が含まれ

ていることが注目すべき点である。前述したが、

ATや SCといった専門家を配置したことがこの

件数に繋がっていた。また、開村直後は各国のメ

ディカルスタッフ・コーチを中心に施設見学・案

内の依頼件数が多かった。ただ単に、どういった

施設なのか、どういったマシンが設置されている

のかだけでなく、感染予防対策がどのように施さ

れているのかを視察している国も多かった。また、

新型コロナウイルスに対する感染予防対策とし

て、マスクを着用しないアスリートへの対応が必

要だったことも、今大会の特色と言える。エクサ

サイズ・トレーニング指導依頼に関しては、ポリ

図９. ポリクリニックの理学療法士とCSMの連携
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クリニックからの依頼が約半数を占めており、メ

ディカルサイドとフィットネスサイドの連携が行

われたことを表している。

2．東京2020パラリンピック競技大会期間（8月17日～

9月9日）の利用者数

東京 2020パラリンピック競技大会期間中は、

のべ 17,924名で、ピーク時には 1日 1,915名の利

用があった。CSMおよび FCOCが対応した総人

数（表 1）、および対応内容別の件数（表 2）、エ

クササイズ・トレーニング指導の依頼元の内訳（表

3）について示した。対応件数の内訳からもわか

るように、アスリートからの依頼としては、エク

ササイズ・トレーニングの補助が多く、そのニー

表１：総対応人数とその内訳

対象者
対応人数

オリ パラ

選手 568 432

スタッフ 394 217

合計 962 649

表２：依頼内容とその内訳

対応内容
件数

オリ パラ

エクササイズ・トレーニング指導 36 35

エクササイズ・トレーニング補助 24 111

トレーニング機器の使い方説明 89 95

トレーニングアイテムの希望・場所の確認 100 41

施設見学・案内依頼 177 82

その他サービス・施設に関する質問・希望 48 14

マスク関連 25 10

その他 18 48

合計 517 436

表３：エクササイズ・トレーニング指導の依頼元の内訳

エクササイズ・トレーニング指導の依頼元
件数

オリ パラ

ポリクリニックからの依頼 17 2

選手・コーチからの直接の依頼 19 30

エクササイズ・トレーニング補助からの発展 0 3

合計 36 35
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ズも多様であった（図 10）。ベンチプレス時のプ

レート（重り）の脱着、片側の切断選手へのトレー

ニング環境の整備（セッティング）（図 11）、不

随意運動に対する体・下半身の固定、メディシン

ボール投げのパートナーなど、エクササイズ・ト

レーニング補助の依頼が一番多い結果となった。

中には 1人で来館するアスリートもみられ、補助

してもらえる、もしくはお願いできる環境であ

ることを前提に来ているようだった。施設見学・

案内に関しては、東京 2020オリンピック競技大

会時の情報が各国で共有されていたからか、東

京 2020オリンピック競技大会期間中より件数が

少なかった。エクササイズ・トレーニング指導に

関しても、ポリクリニックからの件数は少なかっ

た。これはパラアスリートの痛みの問題がエクサ

サイズやトレーニングだけで改善するものだけで

はない可能性が高いためだと考えられる。また、

障害についての詳細を把握していないと、サポー

トも安全に行えない可能性もあり、依頼するにあ

たってはより慎重に行う必要があったことが伺え

る。そのような中でも 2件、ポリクリニックから

フィットネスセンターへの依頼があり、理学療法

士と ATが共同でアスリートの機能評価・改善を

行っていたことは、この期間中に残せたレガシー

の一つである。

3．各エリア別の利用者数

CSMおよび FCOCは、安全管理と平行して、

各エリアの利用者数もカウントし、どのエリアが

どの程度利用されているのかを把握しながら業務

にあたった。東京 2020オリンピック競技大会期

間における、各エリアの利用者の割合はフリー

ウェイトエリアが 18%、マシンエリアが 7%、有

酸素エリアが 20%、コンディショニングエリア

が 40%であった（視察として入館し、各エリア

での活動がなかった人数が 15%いたと予想され

る）。また、東京 2020パラリンピック競技大会

期間においては、フリーウェイトエリアが 22%、

マシンエリアが 10%、有酸素エリアが 19%、コ

ンディショニングエリアが 50%であり、傾向は

似通っていた。また同期間には、東京 2020オリ

ンピック競技大会からの情報が引き継がれていた

からか、視察のみで入館する人数は少なかったよ

うである。数値からも理解できるように、東京

2020オリンピック・パラリンピック競技大会両

方を通じて、今大会で初めて設けたコンディショ

ニングエリアの利用が一番多かったが、これらの

数字は合計の利用者数の割合を示したものであ

り、日によってその割合は多少異なっていた。時

にはトレーニングエリアの利用者の割合の方が高

い日もあったが、それは、競技日程によって利用

するアスリートのトレーニング内容の違いによる

ものだと考えられる。競技の特性やアスリートの

図10. パラアスリートへのサポート 図11. トレーニング環境の整備
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ニーズに合わせてフィットネスセンターを利用さ

れた内容が把握できた結果であった。

Ⅳ． コンディショニングエリア

前述した通り、東京大会で初めて取り組まれた

試みの一つに、日本の組織委員会によるアスリー

トファーストの視点でレイアウトされた空間デザ

インがあり、具体的な取り組みの一つとして「コ

ンディショニングエリア」の設置があげられる

（図 12）。MFCの 3階のフィットネスセンターの

総面積の 2791 m2のうち、今大会のエリア別面積

の内訳は、ストレングスエリアが 496 m2、有酸

素エリアが 430 m2、トレーニングマシンエリア

が 447 m2、コンディショニングエリアが 1,418 m2

であった。フィットネスセンター 1には、大小含

め 3箇所にコンディショニングエリアを設けた。

コンディショニングエリア 1と 2の中央には、軽

重量のダンベルおよびケトルベル、ストレッチ

マットやグリッド、ジャンプロープ、ラバーバン

ド、ラダー、マーカー、メディシンボールなど、

セルフケアに使用するアイテムから、簡単なエク

ササイズができるアイテムまで揃っており、様々

な選手の多種多様なニーズに応える環境が整って

いた。（図 13）

440 m2あるフィットネスセンター 2に示され

ているスペースは本来、礼拝用として確保されて

いたスペースであったが、新型コロナウイルスの

影響もあり、密となる可能性が高いとの理由で感

染予防対策として利用が廃止され、そのスペース

をコンディショニングルームとして利用する形と

なった。これらのスペースは、チーム単位での利

用が可能であり（図 14）、人数制限を行い密にな

るのを防止しながら個人またはチーム単位で利

用してもらった。東京 2020オリンピック・パラ

リンピック競技大会両方を通じて主にトレーニン

グ機器を必要としないウォーミングアップやスト

レッチ、ヨガなど、また簡単な補強エクササイズ・

トレーニング（体幹トレーニングや自体重トレー

ニングなど）を行う目的で利用された（図 15）。

Ⅴ． プロフェッショナリズム

フィットネスセンターでの活動期間中に強く感

じたプロフェッショナリズムについて述べる。今

大会に先立って行われた研修の中で、フィットネ

フィットネスセンター１

フリーウェイトエリア

有酸素エリア

コンディショニング
エリア３ 控え室 ＷＣ 会議室 会議室

ベッド
フィッティング

倉庫 控え室

ＥＶ

マシンエリア

受付エリア

ＥＳＣ

ＷＣ
女子
更衣室

男子
更衣室

コンディショニング
エリア１

コンディショニング
エリア２

コンディショニングルーム１～４

フィットネスセンター２

図 12．フィットネスセンター平面図
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スセンターで行われる過去にない取り組みの概要

が説明され、またその経緯についても説明された。

前述した取り組みをレガシーとして残すべく、多

様なニーズに応える形で日々の活動を行なってい

く旨が言い渡された。そして、いざ開村し、活動

が始まった最初のブリーフィングでフィットネス

センターマネージャー兼チーフトレーナーから伝

えられた言葉は次の通りであった。「これをして

ください、こういう時はこのように対応してくだ

さい、というようなルールはありません。よって

マニュアルもありません。今大会のフィットネス

センターでの取り組みの目的は研修の際にお伝え

した通りです。その目的を達成するためのことで

あれば、ドンドン行なってください。どんなニー

ズがあるのかはまだわかりませんが、アスリート

のニーズに応え、アスリートのためになる環境、

フィットネスセンターを皆さんで作っていきま

しょう。」ルールがなく、マニュアルがない環境。

メンバー一人一人の自発的な活動に、そしてプロ

フェッショナリズムにフィットネスセンターの成

功が委ねられたのである（図 16）。

 1．安全管理

フィットネスセンターを利用するアスリートの

安全の確保は施設を管理する上で当然の義務で

ある 9)。スポンサーであるトレーニング機器メー

カーのスタッフによるプロのメンテナンスが施さ

れて設置されているトレーニング機器ではあった

が、開村直後にシフトに入ったスタッフによって、

全てのトレーニング機器の試用、そして安全の再

確認が行われた。特に普段からトレーニング機器

を仕事として扱っている FCOCのメンバーによ

る詳細なチェックが行われ、新品の機器であるが

ために滑りやすくなっていたものや、不良品でバ

リが残っているものなど、アスリートが使用する

前に全ての機器の危険な部分を洗い出した。この

活動は、初日に誰かの指示で行われたものではな

く、新品でメンテナンス済みの機器であっても

万が一のことを考え、安全管理を徹底した FCOC

のメンバーによって当たり前に行われた活動で

あった。その時点で危険と思われる要素は全て改

善され、結果、東京 2020オリンピック・パラリ

ンピック競技大会を通じて大きな事故が起きな

かったことは大会の成功に大きく貢献した活動で

あったと感じる。また、大会期間中を通じて、ト

レーニング後にウェイトトレーニング用のプレー

トが散乱し、使用後、放置したままになっている

ケースも見られたが、FCOCのメンバーが積極的

に、各プレートやその他の機器も元の場所に戻

し、いつ誰が利用しても使いやすい環境が整えら

れていた。こちらも業務として当たり前の内容に

なるかもしれないが、毎日欠かさずに整理整頓さ

図13. コンディショニングエリア中央 図14.  フィットネスセンター2のコンディショニング
ルームを利用する競技団体
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れているトレーニングエリアを見る度に感じたプ

ロフェッショナリズムであった。

2．パラアスリート対策

CSM、FCOCのメンバーの中には、これまでに

パラアスリートのサポートした経験のない者もい

たが、東京 2020パラリンピック競技大会が開村

した直後、下半身に障がいを有する車イスを使用

しているアスリートのトランスファー（移乗）や、

車イスから離れてトレーニングをする際の下半身

保持のサポートなど、利用者からの依頼が数件

あったことから、パラアスリートのサポート経験

のあるメンバーによるトランスファーの仕方の動

画がすぐさま作成され、メンバー全員に共有され

た（図 17）。車イスからマッサージベッドへ、車

イスからフロアへ、車イスからベンチプレスの台

へ、またその逆も含め、細かな設定に合わせた動

画になっており、安全にトランスファーを行う上

での注意点も挿入され、経験のない者でも理解し

やすい内容になっていた。この取り組みの素晴ら

しかった点は、誰かの指示による行動ではなく、

その日にシフトに入っていたメンバーによって即

時に考案・作成され、共有された点である。冒頭

でも述べたように、あえてルールを設定しない活

動の中で見られたプロフェッショナリズムの良い

一例であった。

 3．各専門領域に対する理解とリスペクト

今大会のレガシーの一つである、ポリクリニッ

クとフィットネスセンターをMFC内に設置した

ことによるメディカルサイドとフィットネスサイ

ドの連携であるが、互いの専門領域を理解し、リ

スペクトしなければ成り立たないものであった。

ポリクリニックのスタッフも、フィットネスセン

ターのスタッフも、全国から選ばれた専門家であ

り、初めて顔を合わすスタッフ、初めて活動を共

にするスタッフがほとんどであった。メディカル、

コンディショニング、ストレングスと、通常リハ

ビリテーションからベストパフォーマンスを発揮

するまでの過程の中で、ストレングスの知識を

持った理学療法士や AT、専門的な医学的知識を

持った ATや SCも数多くいるため、その役割が

図15. チーム全体でウォームアップをする競技団

図17. トランスファー動画の開始画像

図16. 日々試行錯誤と改善に努めたメンバー
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オーバーラップすることも多々あるのが現状であ

る。トータルコンディショニングサポートの中で

も述べたが、今大会では、理学療法士は患部への

対応、CSMはその患部に影響を与えている原因

となる部位への対応（図 18）、そして FCOCはそ

れらを踏まえて統合的にパフォーマンスにつなげ

るための対応（図 19）と、明確に役割分担が行

われ、それぞれがそれぞれの専門領域でアスリー

トにアプローチする光景を見ることができた。各

専門家への橋渡しが、問題なくそしてスムースに

行われた背景には、互いの専門領域に対する理解

がなされていたことが大きかった。自身の役割は

何なのか、自身の役割の中でやれること、やるべ

きことは何なのか、逆に、自身ではなく、他の専

門家に託した方が良い、託すべき内容については

情報共有をしっかり行なった上で選手を送る。当

たり前のことであるが、保有資格による上下関係

や衝突はなく、初めて会った・活動した者同士で

も、互いの専門性をリスペクトしているからこそ

実現可能な連携であった。

 Ⅴ．懸念事項および問題点

今大会で初めてコンディショニング・トレーニ

ングサポートをアスリート・パラアスリートに提

供するに当たり、試合を直前に控えた選手が、い

くら専門家でも知らない人間に自分の身体をみて

もらうのか？という疑問・懸念が開村直後には

あった。しかし、蓋を開けてみればコンディショ

ニング・トレーニング関する情報を得たいと思っ

ているアスリートは多数存在し、試合の直前で

あっても CSMや FCOCにサポート依頼をするア

スリートもいた。中には、自身の試合が終了した

後も、将来的な傷害予防の方法を教えてもらう目

的で訪れるアスリートもいた。また、帰国しても

その国では今回のようなコンディショニング・ト

レーニング環境に恵まれておらず、専門家のアド

バイスを受けられないまま競技を行っているアス

リートも多数いることも知ることができた。次回

以降の大会に残したレガシーだけでなく、アス

リート本人のその後の競技人生にも影響を与えた

サポートであり、最初に思っていた懸念は途中か

らは全くなくなっていた。

問題点については、フィットネスセンターでの

活動においては全くなかったと断言できる。各自

がプロ意識を持ち、日々アスリートのための環境

改善に尽力した。コントロールできなかった問題

点として、トレーニング時にマスクの着用がなさ

れなかったケースがあったことが挙げられる。ト

レーニング時にマスクを着用することは誰もが不

快で苦しいことだと理解できるが、利用者全員が

より安心してフィットネスセンターを利用する環

境を作るためには、マスクの着用は必然であっ

図18. 理学療法士とCSMで共同しての機能評価 図19. CSMとFCOCとの連携
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た。しかし、新型コロナウイルスの検査を毎日受

けていること、自国の競技団体内で新型コロナウ

イルス感染者が出ていないことなどを理由に、い

くら注意を促してもマスクを着用しない者もいた

ことは事実であり、そういった光景を見てフィッ

トネスセンターの利用を中止した国も数カ国あっ

たことを後から聞いた時には複雑な気持ちになっ

たことを覚えている。利用を中止した国は、自国

用の居住棟の地下に独自でトレーニング機器を揃

え、簡易なトレーニングスペースを確保していた。

コンディショニングエリアを含む今大会の最高の

フィットネスセンターの環境を知り、利用して欲

しかった気持ちが今でも大きく残っている。また、

コンディショニングエリアに広いスペースができ

たことで、格闘技系種目の選手が競技練習を始め

てしまうケースもあり、今大会で初めて設置した

コンディショニングエリアの目的を説明し、理解

してもらわなければいけないケースも多々あっ

た。新型コロナウイルスにより、日本に入国して

からも練習環境（場所・時間）に制限があり、試

合当日までに思うように調整ができなかった状況

であったことが原因であった。ベストパフォーマ

ンスの発揮を目指すアスリートにとっては大きく

制限された状況でもあり、新型コロナウイルスの

影響でベストの環境ではなかったことは大会を通

じて感じるところであった。

Ⅵ．最後に

今大会のフィットネスセンターが残したレガ

シーは大きい。コンディショニングという概念を

浸透させるべく、フィットネスセンターの面積の

約半分を「コンディショニングエリア」として設

け、結果多くのアスリートがコンディショニング

エリアを利用したというデータは、コンディショ

ニングのニーズの高まっている今の時代を表して

いただろう。次回および次々回の開催国がメモを

取りながら今大会のフィットネスセンターを視察

している光景は、間違いなく日本から発信された

レガシーが次回以降のオリンピック・パラリン

ピック競技大会でも受け継がれるものと確信して

いる。
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